
「こども としょかん」サポートセンター

令和６年４月、 滋賀まるごとが 「子ども
たちにとっての “としょかん（本に親しむ
環境）”」 となるために、 全県ネットワー
クの中心的な役割を担う 「こども としょ
かん」サポートセンターを滋賀県立図書
館内に開設

主な取組

◆ 子ども読書支援 … 地域や家庭の読書を支える

◆ 学校図書館支援 … 学校図書館の活性化を推進する

◆ 読書支援策の総合調整・研究・発信

① 学校訪問（R6年9月下旬～R7年１月中旬）

・19市町各教育委員会による推薦校、19校を訪問 ※本年度は、懇談形式
・懇談参加者

【学校】学校図書館長（学校長）・司書教諭・学校司書・市町教育委員会担当者
【サポートセンター】学校図書館指導主事・司書（読書活動普及担当）

② 「こどもとしょかん」ポータルサイトの開設（令和６年12月）

※ ポータルサイトについては、後で詳細に説明

主な取組 令和６年度

■学校図書館の機能強化および取組の充実
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○ 学校訪問の強化
・ 県教育委員会として、学校図書館活用学校訪問（計画訪問）を新設。令和７年度
から３年間ですべての小・中学校を訪問し、学校図書館長（学校長）に対し、学校
図書館活用に係る指導と助言を行う。

○ 学校図書館に係る研修の充実
・ 県総合教育センターの「課題解決能力研修」の中に「こどもとしょかん」サポー
トセンターが講師を務める「読書活動の推進」（オンデマンド研修）を新設。当該
研修は、新任校長研修の必須研修として位置づけ、学校図書館に係るマネジメント
能力の向上を図る。

令和７年度の取組（予定）

○ 組織改編
・「こどもとしょかん」サポートセンターを県教育委員会事務局生涯学習課内に移管
し、学校訪問に係る権限の強化、関係課との連携強化を図る。
（図書館との連携のため、図書館に「こども としょかん」サポート係を設置し兼務）

○ 規程整備
・ 令和７年度公立小学校・中学校等 学校訪問実施要綱（県教育委員会策定）に
おいて学校図書館活用学校訪問（計画訪問）を新設。幼小中教育課と連携を
図りながら、「こどもとしょかん」サポートセンターによる学校訪問を計画的に
実施する。

学校図書館の機能強化に向けた体制整備



◆ 子ども向けのページ（キッズ・ティーンズ）

・読書におすすめの本

・学習に役立つ資料やウェブサイト

◆ 学校図書館に関わる皆さん向けのページ

・学校図書館を活用した年間指導計画事例

・教材として活用できる副読本、デジタルアーカイブ

・学校支援用図書とその利用方法の案内

・学校図書館の活用事例や関係者の情報共有（閲覧限定）

・学校図書館に係る研修動画等（閲覧限定）

◆ 地域で活動される皆さん向けのページ

・読書ボランティア活動に関する情報発信

・滋賀県読書のまちづくり推進協議会

・滋賀県学習情報提供システム「におねっと」リンク

（令和6年12月20日開設）

主な発信内容 https://www.shiga-pref-library.jp/kodosup/



一人一台の端末を活用することで、
子ども自らが【読書に親しむ】
【情報を収集する】ことを支援！

子ども向けのページ



◆ 子ども向けのページ（キッズ・ティーンズ）

おすすめの本や

いろんな調べ方を

案内します



学校図書館に関わる皆さん向けのページ

年間の見通しを持った学校図書館
の活用で、「学習センター機能」を
底上げしていく。



学校図書館の

更なる活用に向けた

情報を発信します

◆ 学校図書館に関わる皆さん向けのページ



子どもの読書に

関わる皆さんの活動

を支援します

◆ 地域で活動される皆さん向けのページ



■子どもの読書活動を支えるひとづくり

〇 第１回 子ども読書ボランティア研修の開催

日時：令和６年７月１２日（金） 13：00 ～ 15：30

場所：滋賀県立図書館 大会議室

講師：大阪国際児童文学振興財団（IICLO） 理事・総括専門員

土居 安子 氏

演題：「子どもの本の現在 （いま ）」

参加者数：90名

〇 第２回 子ども読書ボランティア研修の開催

日時：令和７年１月２２日（水） 1４：00 ～ 15：30

場所：米原コンベンションホール

講師：大阪教育大学名誉教授 元日本図書館協会理事長

塩見 昇 氏

講演：「今、なぜ 学校図書館が大切なのか」

参加者数：会場 43名 オンデマンド配信 104名 計 １４７名

主な取組 令和６年度



〇 学校図書館活用セミナーの開催

日時：令和６年９月１８日（水） 13：３０ ～ 15：30

場所：滋賀県立図書館 大会議室

講師：学校法人松翠学園 滋賀文教短期大学 国文学科 講師

有山 裕美子 氏

演題：「DX時代の学校図書館支援とYA（ヤングアダルト）サービスに

ついて～現代の子どもを取り巻く 読書環境について考える～」

参加者数：会場 19名 オンデマンド配信 44名 計63名

主な取組 令和６年度

〇 子ども読書ボランティア研修の開催

引き続き、子ども読書ボランティア研修（２回）を開催する。

〇 （新規）学校司書研修会・交流会の開催

学校司書などの学校図書館関係者、学校図書館サポーター養成講座受講修了者などを対象とした

学校司書研修会・交流会（２回程度）を新たに開催する。

令和７年度の取組（予定）



■子ども・子育て世代にとって居場所となる図書館づくり

多様な子どもたちの読書機会の確保

大津少年鑑別所、子ども家庭相談センターの一時保護所（中央・日野）に対して本の特別貸出や
お話し会を実施

【実績】
・訪問回数
大津少年鑑別所 ６回
子ども家庭相談センター ６回
※１回当たり約５０冊の本を届ける。

・読書会の開催
子ども家庭相談センター ３回

主な取組 令和６年度

大津少年鑑別所や子ども家庭相談センター（一時保護所）は、施設の性格上、短

期入所者が多く、継続的な読書支援が必要であり、子ども若者部など関係部局と

も連携しながら、年間を通じて計画的な訪問支援に努めていく。

令和７年度の取組（予定）

日野子ども家庭相談センター



■乳幼児期からの読書習慣の形成

〇 滋賀文教短期大学、平和堂との共催による「 おはなしのひろば」の開催

日時： 令和７年１月２６日（日） ①１０時３０分から１１時まで

②１１時３０分から１２時まで

場所：平和堂 彦根ビバシティ店２階 まんまる広場

内容：滋賀文教短期大学生による絵本、紙芝居の読み聞かせ、エプロンシアターなど

参加者：１回目 子ども ８人 大人 ９人

２回目 子ども１３人 大人１１人

（注）令和６年８月にビバシティ彦根のセンタープラザにて行う予定が、台風接近により延期となった。

主な取組 令和６年度

本県では、令和６年１２月２４日に滋賀県読書のまちづくり推進協議会を設置し、図書館、学

校図書館、書店等の連携協働による読書のまちづくりを進める予定であり、その取組の中で、

大学等と連携を図りながら乳幼児期からの読書習慣の形成・定着を図る。

令和７年度（予定）



第５次滋賀県子ども読書活動推進計画に基づき、すべての子どもが身近な学 校や家庭・地域の人々の関わりによって

本に親しみ、より豊かな人生を送ることのできる滋賀を目指して、図書館、学校図書館、書店等の連携協働による読書の

まちづくりを推進すること目的として設置する。

令和７年度は、文部科学省委託事業「図書館・学校図書館と地域協働による読書のまちづくり推進事業（連携・協働モデ

ルの構築）」の事業採択を目指す。

【申請中の事業】 ① 琵琶湖上の「外輪船ミシガン」を借り切っての読書イベントの開催

② （仮称）滋賀まるごと読書フェアの開催

③ 読書の裾野を拡げる紙芝居（電子）「しがどうわ」の作成・配付、普及イベントの開催

滋賀県読書のまちづくり推進協議会

会 長：二井 治美（滋賀県公共図書館協議会 副会長（草津市立図書館長））〔公立図書館関係者〕

委 員：村田 恵美（滋賀県立図書館長）〔公立図書館関係者〕

委 員：中島 純子（滋賀県学校図書館協議会 会長（東近江市立蒲生西小学校長））〔学校図書館関係者〕

委 員：上田 聡幸（滋賀県書店商業組合 副理事長）〔書店関係者〕

委 員：田中 武 （株式会社本のがんこ堂 代表取締役）〔書店関係者〕

委 員：岩根 順子（サンライズ出版株式会社 代表取締役）〔出版関係者〕

委 員：住羽地正浩（滋賀県商工観光労働部 中小企業支援課長）〔関係行政担当者〕

委 員：濵 秀樹 （滋賀県教員委員会事務局 生涯学習課長）〔関係行政担当者〕

委 員：有山裕美子（学校法人松翠学園 滋賀文教短期大学 国文学科 講師〔アドバイザー〕

委 員：志萱 晃一（京都精華大学 デザイン学部 教授）〔アドバイザー〕

〔事務局〕 「こども としょかん」サポートセンター

滋賀県読書のまちづくり推進協議会委員名簿 敬称略


